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「書く」を支える



　日本で、そして世界で愛される製品が平塚で作られています。だから「発見平塚産」。今年は暮らしの中にある「平塚産」を不定期で紹介します。第1回はパイロットコーポレーションの筆記具。親しみやすい入門用万年筆から、高級蒔まき絵え 万年筆まで、全て平塚産なのです。




表紙写真① 日本の花鳥風月を表す蒔絵万年筆　表紙写真② 輝くペン先

表紙写真③ 蒔絵万年筆の組み立て　表紙写真④ 発売2年で約150万本の大ヒット万年筆「カクノ」　表紙写真⑤ 万年筆作りのプロがそろう工場




[image: 万年筆は全て平塚産]



　創業者が船乗りだったことから、業界の「水先案内人」になる、という気持ちを込めて誕生した「パイロット」ブランド。市内で製造されたパイロットコーポレーションの製品が、国内外に流通しています。同社の万年筆の製造を一手に引き受ける、平塚事業所を紹介します。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758






世界100カ国への「航海」


　「パイロットの万年筆は全て、平塚で作っています」と話すのは、パイロットコーポレーション製造部・部長代理の小池智夫さん。同社の製造工場は国内外にありますが、万年筆を作っているのは平塚事業所だけです（後記の「パイロットコーポレーション」を参照）。「平塚で作った万年筆は、国内はもちろん、世界約100カ国で流通しています」と続けます。

　同社が平塚に工場を構えたのは、昭和23年。戦争で焼失した東京の工場の代替えとして、旧海軍施設のあった平塚市・横須賀市・静岡県沼津市の中から、東京本社への交通や横浜港からの輸出などを踏まえ、平塚が選ばれました。

　「万年筆を作るには、長年の経験が必要です。優れた製造設備ではなく、人なんです。この工場で働く熟練した社員の多くは、市内に住んでいます。まさに地域に根差しています」と小池さんは説明します。機械化すると製品に傷が付きやすくなります。平塚では、多くの人の手を必要とする万年筆や高級ボールペンなど、少量多品種を製造しています。

　万年筆の製造現場の見学では最近、市内の小・中学校の児童・生徒らに限り、受け入れています。平成21年に工場が新しくなってからは、通路が確保できるようになり、見学が増えています。

　「部品のような中間製品ではなく、多くの人が手に取ってくれるような最終製品を作りたかったんです」。平塚に生まれ、大学で機械工学を学んだ小池さんは入社当時を振り返ります。製造現場を監督する現在では「最終製品を作る責任は、非常に重い」と言います。「実際に手に持って評価される筆記具だからこそ、品質管理には非常に気を使っています。怖い部分もありますが、やりがいを感じることのできる仕事です」と小池さんは強調します。


[image: 小池智夫さん]

「万年筆づくりは人に支えられています」と語る小池さん




自社製造は世界唯一


　「大手万年筆メーカーで、全ての部品を自社で製造しているのは、世界的に見ても当社だけではないでしょうか」と話すのは筆記具を担当する杉原健二さん。平塚事業所には、製造に必要な設備が全てそろっています。

①合金鋳造　1000～1200度の溶解炉でペン先に使う純金・銀・銅を溶かします。溶解中に棒で混ぜ、手に伝わる感触で、溶け具合を判断します。溶けた金属を型に流し込み、合金を作ります。「この工程が安定しないと、合金の中に気泡が入ってしまいます」と杉原さんは説明します。

②圧延　厚さ15ミリメートル長さ20㌢の合金を、厚さ0.5ミリメートル長さ4メートルになるまでおよそ100回ローラーに通します。厚さ0.5ミリメートルは、はがき2枚分に相当します。

③打ち抜き加工　目算で位置を見極めながら、ペン先の形を打ち抜いていきます。打ち抜いたペン先の厚さが規格に合っていることを測定器で確認します。

④ペンポイントの製球　ペンの先端・ペンポイントに使うのは、自社で配合したイリドスミンという合金です。材料となる金属の粉末に火花を飛ばし、溶けた瞬間の表面張力で球体にしています。ペンポイントは文字の太さに応じて6種類あります。トレーに移したペンポイントを、顕微鏡でのぞきながら、いびつな形をした不良品を取り除きます。

　杉原さんは「硬くて摩耗に強いイリドスミンをペンポイントに使うのは、95年以上前の創業当初から変わりません」と言います。同社はペンポイントを唯一、自社で製造している万年筆メーカーです。

⑤ペンポイントの溶接　ペン先に電気を流し、ペン先にペンポイントを溶接します。電気が流れると火花が散り、一瞬で接着します。

⑥刻印・成型　ペン先に文字や模様を刻印します。刻印が薄いと消えてしまったり、強いと歪（ゆが）んでしまったり、長年の勘を頼りに機械を調整します。「刻印のデザインやペン先の材質によって、プレスの強弱は全て異なります。熟練した社員はそれぞれのプレス強度を覚えています」と杉原さんは言います。

⑦切り割り加工　モニターで確認しながら、厚さ0.14ミリメートルの円形の砥石（といし）でペン先を割り、インクの流路を作ります。

⑧寄せ・検査　検品しながらペン先が同じ荷重で開くように、1本1本手作業で調整していきます。

⑨ペン先の組み立て　ペン先・ペン芯・首を適正な間隔で組み合わせます。

⑩ザラつき検査　ペンの書き味を決める工程です。紙の上を滑らせたとき、引っ掛からないよう、ゴム砥石で調整します。作業場は壁で仕切られ、静かです。「ペンを滑らせる音で問題箇所を把握するなど、五感を研ぎ澄ませた作業です」と杉原さん。

⑪ボディーの組み立て　完成したペン先に、軸やキャップなどのパーツを手作業で組み合わせて、完成します。
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▲①材料となる金属を炉の中へ



[image: ②圧延]

▲②ローラーの間隔を少しずつ狭め、合金を圧延



[image: ③打ち抜き加工]

▲③1枚ずつ正確に打ち抜きます



[image: ペン先の構造]



[image: ④ペンポイントの製球]

▲④火花が飛び、直視できないほどの光を発します



[image: ⑥刻印・成型]

▲⑥刻印はデザインによって1～2回プレスします



[image: ⑧寄せ・検査]

▲⑧ペン先を開いて調整



[image: ⑩ザラつき検査]

▲⑩ペンの書き味を確認し、ゴム砥石で調節



[image: 杉原健二さん]

「1本ずつ丁寧に作っています」と杉原さん







[image: パイロットコーポレーション　平塚事業所]

[image: パイロットコーポレーション　平塚事業所]




　同社の国内工場は、平塚のほか、群馬県伊勢崎市など5カ所にあります。

敷地面積　5万7469・75平方メートル。敷地内には、物流と名入れを担当する子会社2社もあります。

従業員数　約300人。およそ半数は市内在住の方です。

主な製造品　万年筆・高級ボールペン・多機能フリクションボールなど約600品種の筆記具。合金技術を応用して、結婚指輪などの宝飾品も作っています。

筆記具の製造数　年間およそ2000万本。市の施設整備助成制度を活用して、平成21年に工場を建て替えました。建て替え後は、販売数の増加などにより、製造数が毎年増えています。

流通先　国内はもちろん、横浜港から船便で輸出され、現地の子会社などを通じて世界100カ国で平塚産の製品を販売しています。

[image: 地図]




パイロット略年表

大正7（1918）年　東京日本橋で創業。

大正15（1926）年　高蒔絵万年筆を発売

昭和23（1948）年　平塚工場第1期工事が完成・操業開始

昭和37（1962）年　平塚総合工場の完成

昭和38（1963）年　世界で初めてキャップのない万年筆「キャップレス」を発売

昭和46（1971）年　現代の日本人に適した万年筆「カスタム」シリーズを発売

昭和48（1973）年　貴金属・宝飾品類の製造・販売を開始

平成21（2009）年　平塚工場を建て替え（平成23年平塚事業所に改称）・湘南開発センターを開設

平成25（2013）年　ジュニア世代の万年筆「カクノ」を発売










[image: 蒔絵の魅力がいっぱい]


　極細の筆をリズムよく動かすと、次々と現れる金魚のうろこ模様―。

　平塚事業所内に昨年1月開館した蒔絵工房NAMIKI（なみき）では、社内の蒔絵師3人が蒔絵万年筆を担当しています。蒔絵万年筆を販売しているメーカーはありますが、社内に蒔絵師がいるのはパイロットだけです。「蒔絵技術を伝えるだけでなく、蒔絵が盛んな石川県輪島市や福島県会津若松市などの職人とも協力し、現地の産業も支えています」と同社の蒔絵師・千田正樹（せいき）さんは力を込めます。

　蒔絵は、漆を接着剤として、金粉などを蒔いて絵柄を表現します。漆で絵柄を書き、金粉を蒔いては漆で塗り固め、乾いた後に木炭で研ぐという工程を繰り返す高蒔絵は、何層にも重なり、絵柄を立体的に浮かび上がらせます。複雑な絵柄では万年筆を1本作るのに3～4カ月も掛かります。

　創業間もないころ、日本独自の蒔絵万年筆を英国ダンヒル社など、海外向けに売り出したことから、広く知られるようになりました。創業者・並木良輔の名前から、NAMIKIブランドとしても販売されています。

　蒔絵で表現される日本固有の自然観などが、海外で高く評価されています。特に、日本の伝統を手の中で楽しめることから、蒔絵万年筆は海外でとても人気があり、生産品の6～7割が輸出されています。

　万年筆に施す絵柄は、花鳥風月を基本的なテーマとし、全て同社のオリジナルデザインです。基本的なテーマは変えずに、時代のニーズに合わせて、色使いなどを少しずつ変えています。かつては黒地に金や赤が人気でしたが、今では青や緑などの色を使うことも増えました。

　蒔絵万年筆は作るだけでなく、修理も受け付けています。経年変化で艶が失われてしまったり、傷が入ってしまったりした万年筆です。最近では海外コレクターからの修理の依頼が増え、世界中から平塚事業所に届いています。


[image: 敷地内に唯一残る旧海軍火薬廠（かやくしょう）の建物]

敷地内に唯一残る旧海軍火薬廠（かやくしょう）の建物。内部は、蒔絵万年筆の制作現場と蒔絵作品の展示スペースに分かれています



[image: 蒔絵]

白い漆で金魚のうろこ模様を書き、乾く前に金粉を蒔きます





　人間国宝による漆芸作品や大正期からの蒔絵万年筆、蒔絵箱・蒔絵額などの漆芸品など、およそ100点を展示しています。
　開館時間は月曜日～金曜日の午前10時～正午、午後１時～４時。祝日、年末年始などは休館。予約が必要です。

問：蒔絵工房ＮＡＭＩＫＩ　電話：0463-35-7069









[image: 万年筆はきれいに書けます]

　「ボールペンだと単調になってしまう筆跡が、万年筆なら筆圧の強弱で味わい深くなります。手書きが苦手な方には、万年筆がお薦めです」と話すのは、サクラ書店ラスカ平塚店　電話：0463-25-1515で文具を担当している髙橋愛海（たかはしえみ）さん。「パイロットの万年筆は国産だけあって、とめ・はね・はらいがしっかり表現でき、漢字を書くのに最適です」と言います。普段からパイロットの万年筆を愛用しているという髙橋さん。「仕事で取引先の人へ手紙を書く時など、気持ちを込めたい時には万年筆ですね」と笑顔を見せます。

　同店の万年筆売り場には、パイロット社製がおよそ100本、そのほか海外メーカーなど20～30本を取りそろえています。市内で唯一、NAMIKIブランドの高級蒔絵万年筆も取り扱っています。カラーバリエーションが豊富で、1,080円で買えるカクノがブームになっています。「当店では、久しぶりに万年筆を使ってみようという、40～50歳代の女性を中心に売れています」と髙橋さんは話します。

　店頭では、試し書きもできます。「人によって筆圧や持ち方の癖があります。持った時のバランスや、実際に書き比べた時の書きやすさなどを基にアドバイスしています」と髙橋さんは話します。細字や中字などのペン先の太さから選ぶ方や、万年筆のデザインから選ぶ方、予算から選ぶ方など、さまざまです。「地元企業だから」と、パイロットを選ぶ方もいるそうです。「メンテナンスをすれば、何十年でも使えます。長く使うほど愛着もわくので、自分に合う万年筆を見付けて、個性豊かな万年筆の筆致を楽しんでください」とほほ笑みます。
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サクラ書店の髙橋さん。入り口に面したショーケースには万年筆がずらり




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、1月4日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ




湘南ひらつか織り姫になりませんか


　平塚市の魅力を全国に伝える「湘南ひらつか織り姫」になって、市のイメージアップに貢献しませんか。湘南ひらつか七夕まつりをはじめ、観光行事などに出席します。

　審査は3月26日（土）午前10時～午後4時30分。平塚商工会議所（松風町2-10）。4月1日（金）現在、高校生を除く18歳以上で、他市町村のキャンペーンレディーなどに選ばれていないなど、県内在住・在勤・在学の女性3人（選考）。

募：湘南ひらつか七夕まつりウェブなどにある応募用紙に3カ月以内に撮影した本人の全身L判写真を添えて、郵送または直接、1月12日（火）～3月1日（火）に、豊原分庁舎2号館2階農水産課内の湘南ひらつか七夕まつり実行委員会事務局　電話：0463-35-8102へ。


[image: 湘南ひらつか織り姫]

平塚市の魅力をアピールします



小鍋島市民農園の利用者


　市内24カ所目となる市民農園、小鍋島市民農園（小鍋島493-1ほか）を開設します。

　市内在住で、年間を通じて農園を利用できる方。27 区画（抽選）。年8000円。利用期間は3月22日（火）から2年間。

募：必要事項を、往復はがき（1世帯1通）で、1月29日（金）までに、農水産課　電話：0463-35-8105へ。





小規模農家でもできる商品づくり


　「首都圏6次産業化の取り組み方」をテーマに小規模農家でも取り組める商品づくりを学び、地域活性化につながるワークショップを開きます。

　1月15日・29日の金曜日、午後6時～9時。JA湘南経済センター（片岡675）。農林漁業者や農業に関わる事業者ら各30人（先着順）。

募：電話または、豊原分庁舎2号館2階の農水産課　電話：0463-35-8103　FAX：35-8125　メール：nosan@や県6次産業化サポートセンターウェブにある申込書を、ファクス・メールまたは直接、同課へ。





短期労働講座


　労働関係の法律など、働く上で知っておきたい基本的なルールを分かりやすく解説します。

　2月3日（水）・5日（金）・10日（水）・16日（火）、全4回、午後6時30分～8時30分。県平塚合同庁舎別館（西八幡1-3-1）。50人（先着順）。

募：電話または、本館5階の産業振興課や、かながわ労働センターウェブなどにある受講申込書を、ファクスで、同センター湘南支所　電話：0463-22-2711　内線2517　FAX：21-2848へ。





給食の物資納入業者の登録


　平成28年度に、学校給食用の食材料の納入を希望する業者の申請を受け付けます。27年度に登録している業者は申請の必要はありません。

募：1月12日（火）までの平日に、豊原分庁舎1号館2階の学校給食課　電話：0463-35-8119で配る申請用紙を、直接、13日（水）～20日（水）に、同課へ。





魅力的な店舗づくり講座


　イベント時の店内レイアウトやディスプレーなどに着目して、大型店や他店にはない理想の店舗を考えてみませんか。成功事例を交えて、アドバイスをします。

　1月18日（月）・27日（水）、午後7時～9時。平塚商工会議所。市内に店舗・製造所がある個人事業者で、2回とも受講できる方40人（先着順）。

募：必要事項・商店名を、電話・ファクス・メールで、商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125　メール：shokan@へ。





ガイドと巡る文化資源


　田村から四之宮の中原街道を巡ります。自転車・オートバイでは同行できません。

　1月24日（日）午前9時30分～午後0時30分。約3.5キロメートル。荒天中止。神奈中「田村十字路」バス停に集合し、「前鳥神社入口」バス停で解散。300円、中学生以下は無料です。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、1月17日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。





デスクワークまるわかり講座


　就職後に役立つ文書作成やIT活用の方法などを習得するための講座です。

　勤労会館。就労での自立を目指す15～39歳の方（先着順）。

説明会　2月2日（火）午後1時30分～2時30分。60人。

講座　5日（金）・9日（火）・12日（金）・16日（火）・17日（水）、全5回、午後1時15分～4時30分。10人。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。





少年消防クラブ員


　少年消防クラブ員になって消防の仕事を体験してみませんか。放水の訓練をして出初式で披露したり、応急手当などを学んだりします。

　活動期間は4月～平成29年３月の１年間。市内在住で４月に小学校5・6年生に進級する方30人（抽選）。

　市内の小学校や市ウェブにある入会申込書を、郵送または直接、平成28年１月12日（火）～2月19日（金）に、消防庁舎２階の予防課　電話：0463-21-9728へ。





国際理解を深めるつどい


　国際連合の思想普及活動の一環として、「神奈川県の多文化共生に向けた取り組み」・「ムスリム観光客のおもてなし、簡単なアラビア語」をテーマに講演します。

　１月26日（火）午後2時～3時45分。美術館。30人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、文化・交流課　電話：0463-25-2520　FAX：24-3666　メール：koryu@へ。





職業技術校の生徒


　県西部総合職業技術校（秦野市桜町2-1-3）で職業に必要な知識・技術・技能を習得してみませんか。

　１月12日（火）～2月8日（月）に、県内のハローワークで事前手続きをした後、同校に申し込んでください。

　募集要件やコースなどの詳細は、県内のハローワークなどで配る募集案内をご覧ください。

募：県産業人材課　電話：045-210-5715へ。









友好都市伊豆市民ツアー




　静岡県伊豆市の修善寺で案内人の説明を聞きながら、夏目漱石ゆかりの地を回り、文学と歴史を学びます。また、修善寺の梅林（次写真）を散策したり、修禅寺でお雛様や御殿飾りなどがある「女将（おかみ）のもちより雛」を鑑賞したりします。

　2月13日（土）午前7時30分～午後5時30分。平塚駅北口NTT平塚支店（明石町1-30）前に集合・解散（バスの手配は伊豆市が対応）。市内在住・在勤・在学の方36人（抽選）。飲み物・雨具など。動きやすい服装と靴でお越しください。2000円（昼食代・観覧料など）。

募：人数（1組4人まで）・全員の必要事項・生年月日・性別・年齢を、郵送・電話・ファクスで、1月15日（金）までに、文化・交流課　電話：0463-25-2520　FAX：23-9467へ。

[image: 修善寺の梅林]








嘱託員を募集します




　合格者を採用候補者名簿に登載し、必要に応じて上位者から採用します。

　勤務日数は週3～5日。採用予定日は4月1日（金）。雇用期間は1年以内で、更新する場合もあります。⑦⑧ⓖⓗⓘはローテーション勤務。1次試験は1月30日（土）。





市嘱託員

　①健康相談1人②消費生活センター相談1人③管理栄養士A1人④管理栄養士B1人⑤障がい支援区分認定審査事務1人⑥介護認定調査1人⑦保育士A1人⑧保育士B1人⑨保育士C1人⑩臨床心理士2人⑪保健師1人⑫助産師1人⑬戸籍窓口事務1人⑭市民窓口センター事務3人⑮女性のための相談窓口1人⑯就労相談1人⑰福祉窓口1人⑱保育園給食調理・用務作業1人⑲びわ青少年の家施設管理1人⑳国民健康保険税徴収事務3人㉑国民健康保険窓口2人。

募：本館4階の職員課　電話：0463-21-8762や公民館、市ウェブなどにある受験申込書に写真を添えて、本人が直接、1月22日（金）までの平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。





教育委員会の嘱託員

　ⓐ校務作業9人ⓑ幼稚園教諭3人ⓒ給食調理5人ⓓ学芸事務補助A2人ⓔ学芸事務補助B1人ⓕ公民館事務4人ⓖ中央図書館奉仕5人ⓗ地区図書館奉仕2人ⓘ運転1人。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブなどにある受験申込書に写真を添えて、本人が直接、1月25日（月）までの平日、午前8時30分～午後5時に、同課へ。







お知らせ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


東海大学附属図書館　特別図書展


　東海大学の貴重な所蔵品約40点を公開します。江戸末期の歌川広重の錦絵「五十三次名所図会・平塚」や、歌川貞秀の「相模国大隅郡大山寺雨降神社真景」（次写真）などの平塚を始めとする神奈川に関する資料や、歌川国貞の「源氏香の図」といった源氏物語の資料などを展示します。

　1月7日（木）～11日（祝）、午前9時30分～午後4時50分（11日は午後2時まで）。美術館。

問：企画政策課　電話：0463-21-8797

[image: 平塚市　東海大　30周年ロゴ]



[image: 相模国大隅郡大山寺雨降神社真景]





ひらつかビジョン


　まちの話題などを東海大学生がリポートする番組です。1・2月は「ひらつかのソウルフード」をテーマに、平塚の名物を紹介します。

　SCN湘南チャンネル。毎週土曜日、午後7時30分～7時45分。毎週日曜日、午後1時45分～2時。YouTubeでも配信します。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761




平和を考える取り組み


　核兵器の廃絶と恒久平和への願いを込めて、折り鶴を作りませんか。

　作った折り鶴を千羽鶴にして被爆地の広島市に献納したり、市民平和の夕べで「折り鶴ボード」を作る際に使用したりします。

　1月4日（月）～2月26日（金）。本館1階多目的スペース。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754




湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の野菜や魚、名産品などを販売します。ダンベル体操もします。数量限定の福袋の販売や、景品が当たる抽選会もあります。

　1月17日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。




譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを随時、電話などで受け付けています。詳しくは市ウェブで確認できます。

譲ります　ベビーカー・折り畳みベッドなど。

譲ってください　げた箱・ダイニングセット・掃除機・卓上ミシン・ロックミシン・子ども用自転車など。

問：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301




イチゴフェア2016


　イチゴ狩りの期間に合わせて、1月5日（火）～3月31 日（木）に開催します。

スタンプラリー　花菜ガーデン（寺田縄496-1・入園やレストランなどで総額500円以上利用の方）・あさつゆ広場（寺田縄424-1・1000 円以上お買い上げの方）・湘南いちご狩りセンター（あさつゆ広場内・イチゴ狩り利用者1組）で応募用紙を配ります。どの施設からスタートしても応募できます。3カ所全てのスタンプを集めると、抽選で、イチゴ1ケースや花菜ガーデンペア優待券などが当たります。

料金などの相互割引　①花菜ガーデン入園者は、あさつゆ広場のイチゴジェラートが50円引き②イチゴ狩り利用者は、イチゴ狩りのレシートで、あさつゆ広場のイチゴジェラートが50円引き。イチゴ狩り終了まで、花菜ガーデンの駐車場が無料。3月1日からは花菜ガーデンの入園割引券もプレゼントします。

問：農水産課　電話：0463-35-8103・花菜ガーデン　電話：0463-73-6170・あさつゆ広場　電話：0463-59-8304・湘南いちご狩りセンター　電話：090-6709-4051





花アグリ　冬の収穫祭


　イチゴを試食して品種を当てるクイズに挑戦してみませんか。イチゴの食べ比べセットがもらえます。

　1月17日（日）午前10時～正午。花菜ガーデン。150名（当日先着順）。

問：農水産課　電話：0463-35-8103





出張ふれあい動物園


　通常の動物園に加えて、普段は動物園にいない動物と触れ合えます。ポニーの乗馬体験も拡充します。

　1月17日（日）午前10時～午後3時。雨天中止。総合公園野外ステージ・平塚のはらっぱ。ポニーの乗馬は100円。

問：まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102








新年のあいさつ


動き始める、新たなまちづくり



　明けましておめでとうございます。謹んで新春のお喜びを申し上げます。

　さて昨年は、さがみ縦貫道路の全線開通や国道134号の平塚-大磯区間4車線化工事の完了など、平塚を取り巻く道路インフラ整備が進み、人やモノの新たな流れが生まれた年となりました。

　今年は、本市の「北の核」となるツインシティ大神地区において、土地区画整理組合の施行による新しいまちづくりが本格的に始まります。また秋には、日産車体湘南工場第1地区跡地に、大型商業施設が開業する予定です。平塚のまちが、さらなる発展に向けて動き始めた今、本市の魅力や可能性を伸ばし、それらを市内外に効果的に発信していく「シティプロモーション」を推進することで、「選ばれるまち、住み続けるまち」の実現を目指してまいります。

　本市では現在、市政運営を総合的、計画的に進めるための指針となる、新たな総合計画の策定に取り組んでおり、平成28年度にその運用を開始します。

　計画では、「地域経済の活性化」「子育て支援」「超高齢社会への対応」「安心・安全なまちづくり」を重点課題とし、それらに対応すべく、これまで以上にスピード感を持って、真に必要な施策を健全な財政運営のもと展開させてまいります。市民の皆さまには、今後とも市政への変わらぬお力添えをお願いいたします。

　本年が皆さまにとりまして、幸多き年になりますことを、心よりお祈り申し上げます。



平塚市長　落合克宏

[image: 平塚市長　落合克宏氏]








[image: 正月の風物詩  消防出初式]



[image: 動画を見る]


　伝統のはしご乗り（次写真）や木やり、約30台の消防車両のパレードやはしご車が活躍する消防署部隊による演技など、見応えのあるパフォーマンスがめじろ押しです。クライマックスに披露する消防団の小型動力ポンプ9台とはしご車などによる豪華な一斉放水は目が離せません。

　1月9日（土）午前10時～正午。荒天中止。総合公園平塚のはらっぱ。
問：消防総務課　電話：0463-21-9725

[image: はしご乗り]








1月から「新しい地域支援事業」が始まります



　介護保険制度の改正で、市町村ごとに地域の実情に応じた介護予防の取り組みができるようになりました。平塚市では1月から新しい介護予防の事業を開始します。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-9621



地域に合わせた介護予防


　「新しい地域支援事業」が始まると現在の介護予防サービスだけではなく、地域の実情に応じたきめ細やかなサービスが受けられるようになります。平塚市では新しい事業に取り組むため、小学校区を目安に地域の町内福祉村や高齢者よろず相談センター（地域包括支援センター）などの福祉関係団体から組織される、協議体の設置を進めています。

　協議体は情報交流の場として、地域での課題などを話し合います。その地域に見合った介護サービスのあり方などを検討し、要介護者の減少・抑制に努めていきます。





改正後の取り組み


　介護予防給付のうち訪問介護と通所介護を利用していた要支援認定の方に加え、非該当・未申請の方も対象となりました。相談の際に質問する「基本チェックリスト」を導入し、回答結果を基に本人に適したサービスを提供します。

　また、これまでと同様のサービスも含め、生きがい事業団や住民主体の多様なサービスを、準備が整った事業から順次開始していきます。住民が主体となって、だれでも気軽に立ち寄れるサロンの設置や地域で支え合う身近な生活支援などの事業が3月から始まります。




事業のメリット


　地域の人がお互いに支え合うことにより、福祉のまちづくりが進みます。

①サービスの多様化　利用者は自身の状況に応じた適切なサービスを受けられるようになります。

②提供者の増加　サービス提供者の資格基準が緩和され、新しい事業者が参入しやすくなります。

③内容に応じた料金　サービスの多様化や基準が緩和することで、料金が変わります。






健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



食品と放射能講座


「放射能汚染の現状と汚染への向き合い方」がテーマです。食品と放射能の関係について理解を深めませんか。

　2月6日（土）午後2時～4時。市民活動センター。80人（先着順）。1歳以上の未就学児の保育も4人まであります。

募：必要事項・保育希望の有無を、電話・メールで、1月12日（火）から、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。





健診で脂質代謝注意といわれたら


　保健センター。市内在住・在勤の方、各40人（先着順）。

①食事で下げる実践編　2月12日（金）午前10時～午後1時。エプロン・三角巾・布巾。500円。

②講話編　脂質代謝の改善方法などを専門医と保健師が説明します。希望者は教室終了後、血管年齢を測定します。18日（木）午後1時30分～3時。

募：教室名・必要事項・生年月日を、①ははがき②は電話で、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。　





保育園児の絵画展


　保育園児が生活の中で経験したことや感じたことを描いた絵画を展示します。平塚市の友好都市、岐阜県高山市・岩手県花巻市・静岡県伊豆市の園児の作品も展示します。

　1月14日（木）～17日（日）、午前10時～午後4時30分（17日は午後3時まで）。美術館。

問：保育課　電話：0463-21-9612


[image: 保育園児の絵画展]

園児の絵画を見ませんか



歯科健康教室　口臭が気になると思ったら


　口臭の予防法を実践しませんか。希望者には口臭判定もします。

　1月20日（水）午後1時30 分～3時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。




健康チャレンジ学習型教室


　運動機能などを向上させる学習型の教室を開いています。楽しみながら健康な体づくりをしませんか。

　2月5日～3月18日の金曜日、全7回、午前10時～正午。ニチイ学館（宝町3-1）。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方15人（先着順）。飲み物・タオル。動きやすい服装でお越しください。10人に達しない場合は中止となります。

募：電話で、1月5日（火）午前9時から、ニチイ学館　電話：0463-25-6682へ。








[image: 小学校の入学説明会]



　4月に小学校へ入学するお子さんの保護者を対象に、入学説明会を開きます。会場は原則として各小学校ですが、富士見・横内は公民館です。詳しくは各小学校へお問い合わせください。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118

[image: 各小学校入学説明会日時]








介護予防・日常生活支援総合事業の委託先を募集



　次の条件を全て満たす事業所・団体（選考）①介護予防事業を実施できる②1月21日（木）午後4時から本館7階710会議室で開く説明会に参加できる。

健康チャレンジ地域活動支援事業　高齢者が楽しめる映像と音楽を用いて、住民主体の活動を支援します。

通所型サービスC　低下した高齢者の生活機能が短期集中的に改善するための教室を実施します。

募：市ウェブにある応募書を、郵送または直接、1月15日（金）までに、本館1階の高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。








[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


簡単にもうかる仕事はない

　「インターネットで『1日3万円以上の収入確実』などとうたう書き込みに興味を持ち連絡すると、まずセミナーを案内され数十万円払ったが、ほとんど収入が得られなかった」「サイドビジネスだと思ったら、会員を紹介すれば1人につき10万円の紹介料をもらえるというマルチ商法だった」など、さまざまな手口でお金を払わされたという相談が寄せられています。中には、「1本900円のアイラインを300本購入させられ、『ウェブ上で売値を1本1,800円にして売れば900円もうかる』と言われたが1本も売れなかった」というケースもあります。

　また、女性に多い被害として、「『話し相手になるだけで数百万円差し上げる』と言われ、相手とメールのやり取りを始めたが、文字化けしてやり取りできないとか、スムーズにやり取りするにはさらにお金が必要と言われ、言われるままに払っていたら、気が付くと100万円払っていた」などサクラサイトと呼ばれる手口が横行しています。
　簡単にもうかる「うまい話」はありません。おかしいと感じたらきっぱりと断りましょう。





[image: 海外からの当選通知に注意]




沿道で応援しましょう！　市内駅伝競走大会



[image: 動画を見る]


　1月10日（日）午前9時、ShonanBMWスタジアム平塚をスタートします。雨天決行。

地区対抗の部　　6区間32.1キロメートル

実業団対抗の部　5区間29.9キロメートル

中継点などの通過予想時刻

女子区　ShonanBMWスタジアム平塚

9時（地区対抗の女子選手が総合公園を1周）

第1区　ShonanBMWスタジアム平塚　9時7分

第2区　大住中学校前　9時25分

第3区　大住中学校前　9時45分

第4区　みずほ小学校前　10時

第5区　吉沢小学校前　10時20分

ゴール　山城中学校　10時36分

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




[image: ]





[image: みんなの力]

市内の劇団員が平塚をPR


　平成27年12月に市の新しいプロモーション動画が完成し、YouTubeなどで公開中です。出演しているのは代官町にある劇団「湘南テアトロ☆デラルテ」の皆さん（左から咲田夏美さん、水野理紗さん、塩崎智弘さん）。

　塩崎さんと咲田さんが演じる男女の前に現れた、水野さん演じる不思議なレディーが、観光スポットなどを巡りながら、2人を運命的な出会いへ導きます。「平塚アメイジングストーリー」と名付けた動画は、市の魅力を映画予告のような演出で紹介しています。

　撮影で市内を回り、咲田さんは「プラネタリウムが素敵」、水野さんは「平塚育ちなので、暮らすなら平塚」、塩崎さんは「東西南北全てに魅力」と市の良さを話していました。




[image: 劇団　湘南テアトロ☆デラルテ　劇団員の皆さん]





スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ



プロバスケットボール　bjリーグを見に行こう


　横浜ビー・コルセアーズ- 岩手ビッグブルズ。1月16日（土）午後6時、17日（日）午後2時、試合開始。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

　前売りチケットは、総合公園管理事務所（2階自由席・A席に限る）やローソンチケットなどで販売しています。2階自由席大人1800円、A席大人3000円など。市内の小学生はドリームパスポートも利用できます。当日券は試合開始2時間30分前から販売します。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233





スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進を図るため、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。

　会場は①②がトッケイセキュリティ平塚総合体育館③④がひらつかサン・ライフアリーナ。抽選。

①はつらつ水中体操　2月3日～3月16日の水曜日、全6回、コース1は午前10時15分～11時、コース2は11時15分～正午。各60人。2570円。

②アクアビクス　2月4日～3月17日の木曜日、全6回、午前10時30分～11時30分。45人。4110円。

③卓球　2月10日～3月23日の水曜日、全7回、午前9時30分～正午。初心・初級・中級の計100人。4790円。

④親子ダンス　1月30日（土）午前9時45分～10時45分。小学生以下の子どもと保護者25組。500円。

募：教室名（①はコース④は子どもの氏名と年齢も）・必要事項・年齢を、はがきで、1月15日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団ウェブからも応募できます。





ひらつかサン・ライフアリーナの無料一般利用



　1月12日（火）午前9時～午後5時。卓球10台・バドミントン2面（当日先着順）。運動用具。

問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011




家族で着衣泳法講習会


　いざというときのために着衣泳を体験しましょう。1人でも参加できます。

　1月11日（祝）午後1時30分～3時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。小学校1年生以上の方50人（先着順・小学校1～3年生は保護者同伴）。水着、水泳帽、ゴーグル、1.5リットル以上の空のペットボトル、ビニール袋、着衣泳用の長袖シャツ・長ズボン・靴。400円、小・中学生200円。

募：電話で、総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。








[image: バドミントン日本リーグ]



　1月31日（日）。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。チケットの申し込みは、県バドミントン協会ウェブへ。前売り券は一般1,500円、高校生500円、中学生以下は無料です。

女子　午後0時30分。日本ユニシス-北都銀行。

男子　午後1時。日立情報通信エンジニアリング-金沢学院クラブ。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



[image: バドミントン試合]






市民相談

市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時。8月は水曜日のみ。





◇行政（予約制）

1月4日（月）、2月1日（月）午後1時～4時






◇税務（予約制）

1月22日（金）午後1時～4時






◇登記・供託（予約制）（予約制）

1月8日（金）午後1時～4時






◇多重債務（予約制）

1月12日（火）午後1時～4時







◇年金・社会保険・労災

1月12日（火）午後1時～4時







◇許認可各種届け出

1月5日（火）、2月2日（火）、午後1時～4時





◇不動産（予約制）

1月15日（金）、午後1時～4時






◇分譲マンション管理

1月25日（月）午後1時～4時






◇住宅（新・改築）

1月19日（火）午後1時～4時






◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時










人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

1月19日（火）・2月2日（火）　午後1時～3時









女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時











健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

1月8日（金） ・27日（金）、2月5日（金） 午後1時～3時









福祉総合相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








くらしサポート相談

市：福祉総務課　電話：0463-21-8113




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：21−1213

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後3時








65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-9621




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時









ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

1月18日（月）午後1時～4時





◇就労支援（予約制・先着4人・1人50分）

1月13日（水）・27日（水）、午後1時～4時50分









社会福祉協議会

栗原ホーム　電話：0463-33-6060




◇法律（予約制）

1月12日（火）・2月9日（火）午後1時～4時








こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子・父子相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時






子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時








子育て支援センター

豊田分庁舎　電話：0463-34-9076　FAX：31-1114




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時








こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時








青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33−7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。









[image: ヒラツカルチャー]




博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 1～4·12·18·25日·2月1日




■千枚の御札（おふだ）

　1月5日（火）～31日（日）。寄贈品コーナー。





■ポスト特別展　後世に残したい相模川流域の地球遺産

　2月21日（日）まで。情報コーナー。






■プラネタリウム投影

　上映中の入退場はできません。70人（当日先着順）。200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料です。

☆2016年の天文現象　ペルセウス座流星群などを紹介します。1月31日までの土・日曜日と6日（水）・7日（木）、午前11時と午後2時。

　9日・23日の土曜日は午前11時から、幼児向け投影「だれが　おひさま　かくしたの？」を上映します。

☆星空と音楽の夕べ　1月17日（日）午後4時。






■スターウオッチング入門講座・冬

　天体写真の簡単な撮り方や望遠鏡の選び方・使い方を説明します。

　1月10日（日）午後3時30分～5時。講堂。30人（当日先着順）。






■ろばたばなし

　1月17日（日）午後1時20分と3時。1階展示室相模の家。






■宇宙開発連続講座

☆2016年の宇宙開発　火星探査機の着陸などを紹介します。1月31日（日）午後3時30分～5時。プラネタリウム室。70人（当日先着順）。






■星を見る会　冬の星を見よう

　1年で最もきらびやかな冬の星を望遠鏡で観察します。

　1月15日（金）午後7時～8時30分。科学教室・屋上。







■郷土史入門講座　中原御殿と近世平塚の幕開け

　1月24日（日）午前10時30分～正午。講堂。50人（当日先着順）。








[image: 昭和51年以降の写真を募集します]


　博物館が開館した昭和51年以降に、市内とその周辺で撮影した写真を集めています。資料として保存し、一部は夏期特別展で展示・図録掲載するほか、ウェブなどで公開します。


内容　街並みや自然、暮らしの移り変わりが分かる写真。自然景観・集落・交通・公共施設・服装・食卓・記念行事・自然災害など。

条件など　提供者本人が撮影または使用権を持つ写真。複製後に返却します。

募：必要事項・メールアドレス・撮影年月日・場所を、アルバム・プリント・フィルム・デジタルデータに添えて、郵送・メールまたは直接、1月5日（火）～4月28日（木）に、博物館　電話：0463-33-5111　メール：image1976@へ。


[image: 開館当初の博物館のプラネタリウム]

開館当初の博物館のプラネタリウム






中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 1～4·12·18·25日·2月1日






■中央図書館の特集展示　文学賞

　1月5日（火）～31日（日）。1階ホール・2階貸出室。







■雑誌スポンサーを募集

　市内4館の図書館には、年間約80万人が訪れます。広告を掲載して、イメージアップにつなげませんか。図書館の雑誌本体にスポンサー名を、雑誌カバーと雑誌棚にスポンサー広告を掲載できます。
　4月～平成29年3月に発行される雑誌1年間。事業所などがある企業・商店・組織・団体。個人は除く。1次募集は抽選。2次募集は先着順。

　各図書館にある申込書を、郵送・ファクスまたは直接、1次募集は平成28年1月13日（水）～2月26日（金）に中央図書館館または設置希望館へ。2次募集は3月1日（火）から設置希望館へ。







■中央図書館　映画会

　日曜日、午後2時。3階ホール。

1月10日〔子ども映画会〕世界名作アニメ　オズの魔法使い（アニメ）。17日〔一般映画会〕死刑台のエレベーター（実写）。24日〔子ども映画会〕雪渡り（アニメ）。31日〔広報映画会〕ひらつかビジョン（実写）。







■ブックスタート

　市内在住の1歳未満の子どもと保護者。午前10時～11時30分。①1月17日（日）中央図書館②27日（水）西図書館（山下760-3）③2月6日（土）中央図書館④24日（水）北図書館（田村3-12-5）。

　電話または図書館ウェブで、中央図書館へ。








美術館

〒254‒0073西八幡1‒3‒3

電話：0463-33-5111　FAX：35‒2741

休館日 1～4·12·18·25日·2月1日






■ワークショップ　陶芸講座

　2月7日～21日の日曜日、全3回、午後1時30分～4時30分。中学生以上の方20人（抽選）。1000円。

　講座名・実施日時・参加者全員の必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、1月21日（木）までに、美術館　メール：art-muse@へ。メールでの応募はタイトルを「ワークショップ応募」に。





■ロビー展　前田哲明の彫刻

　4月10日（日）まで。






■市民アートギャラリー

　1月6日（水）～11日（祝）こども年賀状とおとな絵手紙展。7日（木）～11日（祝）平塚市・東海大学交流提携30周年記念東海大学付属図書館特別図書展。14日（木）～17日（日）市保育園児絵画展。19日（火）～24日（日）森谷茂之．喜代子．二人展。27日（水）～31日（日）東海大学アート＆デザイン展。2月2日（火）～7日（日）大日本書芸院湘南地区連合展、Neverending Cycle of rein Carnation。







[image: わの会展]


　2月7日（日）まで。美術館。

一般200円、高校生・大学生100円。

学芸員によるギャラリートーク　1月23日（土）午後2時～2時30分。観覧券が必要です。

問：美術館　電話：0463-35-2111


[image: 竹久夢二「一座の花形」1914年]

竹久夢二「一座の花形」1914年






まちづくり財団

〒254‒0045見附町15‒1（市民センター内の文化事業課）

電話：0463-32‒2237　FAX：32‒2240






■市役所ミニコンサート

　琴を演奏します。

　1月15日（金）午後0時15分～0時50分。本館1階多目的スペース。








[image: 博物館モノ語り]

学芸担当　電話：0463-33-5111

御祓大麻（おはらいおおぬさ）


　写真の箱札は厚さおよそ10センチあり、「一万度御祓大麻従四位度會神主（わたらいかんぬし）　御師（おんし）亀田大夫」と記されています。「度會神主」は、伊勢神宮の外宮（げぐう）に仕えた神官のことです。神官は御師として諸国を巡回して参宮を勧誘し、御祓大麻と呼ばれるこのようなお札を頒布しました。伊勢神宮の御師職は明治4年に廃止されたので、写真は江戸時代の御祓大麻と推測できます。御祓に用いた祓串（はらいぐし）が箱に納められていることから御祓大麻と呼ばれています。写真の大麻も揺すると箱の内部で物が当たる音がします。

　神社や寺院から授与されるお札は、神棚や仏壇、床の間などに1年間まつられた後、小正月の団子焼きでおたき上げされるのが通例です。このため、古いお札はあまり現存していません。ところが、まれに主屋の解体時に多数のお札が発見されることがあります。

　今月の寄贈品コーナー「千枚の御札（おふだ）」で展示しているお札は、全て秦野市堀山下のある旧家に保管されていました。タイトルのとおり1000枚を超えるお札の大半が、わら縄に束ねられた状態で天井裏に保管されていたのです。見付かったお札を整理すると、通常は毎年1枚だけ受ける「天照皇大神宮（てんしょうこうだいじんぐう）」の神宮大麻（じんぐうたいま）が151枚確認できました。また5代前の当主の名が記されたお札も含まれていました。こうしたことから、およそ150年にわたり、ためられていたお札と推測できます。

　家1軒の「千枚の御札」からは、お札の歴史や信仰した社寺の範囲